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河川底生動物群集からみた河川景観の構造と機能 

－撹乱と季節変化に着目して－ 
 

森林・緑地管理学講座 森林生態系管理学分野 

末吉 正尚 

 

（背景と目的） 河川・氾濫原では、様々な環境傾度と撹乱によって形成される

生息環境の時空間的な変化が、高い生物多様性を維持する要因となっている。

多様な環境は、生物にとって生息場として機能するだけではなく、撹乱からの

避難場など様々な機能をもつ。特に河川生物にとって大きな撹乱となる大規模

出水中の生息場・避難場機能を評価することは豊富で多様な生物群集を保全・

管理していく上で必要不可欠である。河川底生動物は流水域から止水域まで河

川・氾濫原のあらゆる環境に生息しており、河川景観がもつ機能を評価する上

で非常に有用である。底生動物群集は瀬や淵といったユニットスケールで明確

に異なることが分かっている。本研究ではユニットスケールで河川（一部氾濫

原も含む）景観を視覚的に区分し、各景観要素がもつ多面的機能を底生動物群

集の動態から評価した。特に融雪出水に焦点を当て、出水による河川景観の変

化とそれに伴う機能の変化を調査した。 

（方法） 調査区間内の全水域を、①早瀬 ②平瀬 ③淵 ④よどみ ⑤水たまり ⑥

細流 の６つに区分した。各景観要素で 2008 年 10・12 月, 2009 年 3、5月の平水時

に 4 回、5 サンプルずつ定量採集 (T-sampler：400 ㎠、0.3 ㎜メッシュ) と物理測

定（水深、流速(6 割水深・河床付近)、優占粒径スコア）を行った。出水中は、2009 

年 4 月に⑦、⑧浸水域Ⅰ・Ⅱ（平水時の陸域）⑨側流路 を加えた 9 ユニットからサン

プリング・計測を行った。 

（結果と考察） 出水前の平水時は各 

景観要素で群集構造が明確に異なった。 

しかし、出水中には本流の主要素であ 

った瀬や淵などのユニットが均質化し、 

それに伴う物理環境・群集構造の類似 

化がみられた。上記景観要素では個体 

の減少も大きかったが、他の景観要素 

では個体の減少が小さい避難場も存在 

した。また出水中には、陸域であった 

環境に新たな水域が形成され、個体の 

移入が確認された。以上の結果からユ 

ニットスケールでの景観要素は、底生 

動物群集にとって異なる生息場として 

機能し、要素ごとに撹乱の影響も異な 

ることが分かった。特に撹乱の影響の 

小さい景観要素は個体群を維持してい 

く上で重要と考えられた。 

図. 各景観要素の(a)個体数密度・(b)分類群
数の季節変化。エラーバーは標準誤差を示
す。横軸は景観要素と調査月を表す。TP の
3月はデータなし。 
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